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二
五

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
証
票
を
亡
失
し
た
旨
の

書
面
の
提
出
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
旨
を
公
告
す
る
件

二

二

二
六

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を

公
告
す
る
件

四

四

二
七

〃

一
五

二

二
八

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
の
登
録
を
抹
消
し
た
者

を
公
告
す
る
件

一
五

二

二
九

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を

公
告
す
る
件

一
七

五

三
〇

〃

二
九

五

〇
法

務

省

三
〇
二

公
証
人
法
第
七
条
ノ
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
件

一

三

三
〇
三

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
指
定
に
関
す

る
件

二

二

三
〇
四

除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

二

二

三
〇
五

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

二

二

三
〇
六

〃

三

一

三
〇
七

除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

七

三

三
〇
八

原
戸
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た

件

七

三

三
〇
九

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

八

一

三
一
〇

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

八

二

三
一
一

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
指
定
に
関
す

る
件

九

一

三
一
二

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

九

一

三
一
三

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

五
条
の
規
定
に
よ
る
認
証
を

し
た
件

一
〇

四

三
一
四

戸
籍
の
全
部
及
び
原
戸
籍
の

一
部
が
滅
失
し
た
件

一
一

二

三
一
五

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

一
一

二

三
一
六

除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

一
四

二

三
一
七
e

三
一
九

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事

務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
七
条
の
規
定
に
よ

る
承
認
を
し
た
件

一
四

二

三
二
〇

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事

務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
特
定
外
国
法

を
指
定
し
た
件

一
四

二

三
二
一

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

一
四

二

三
二
二

除
籍
が
滅
失
し
た
件

一
五

二

三
二
三

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
指
定
に
関
す

る
件

一
六

五

三
二
四

除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

一
七

五

三
二
五

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

一
七

五

三
二
六

信
託
法
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置

を
定
め
る
政
令
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
事
務
の
指
定
に
関

す
る
件

一
八

五

三
二
七

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

一
八

六

三
二
八

除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

二
一

二

三
二
九

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

二
一

二

三
三
〇

〃

二
二

四

三
三
一

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の

基
準
を
定
め
る
省
令
の
留
学

の
在
留
資
格
に
係
る
基
準
の

規
定
に
基
づ
き
日
本
語
教
育

機
関
等
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
三

二

三
三
二

土
地
家
屋
調
査
士
法
第
三
条

第
一
項
第
七
号
の
規
定
に
よ

る
団
体
の
指
定
に
関
す
る
件

二
四

二

三
三
三

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

二
四

二

三
三
四

三
三
五

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技

能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規
定

す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る

省
令
第
一
条
第
一
号
ト
の
規

定
に
よ
る
技
能
実
習
を
監
理

す
る
団
体
及
び
出
入
国
管
理

及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第

一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め

る
省
令
の
表
の
法
別
表
第
一

の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項

の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る

活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九

号
の
規
定
に
よ
る
技
能
実
習

を
定
め
る
件

二
四
133

一
一

三
三
六

不
動
産
登
記
規
則
等
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
附
則
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き

事
務
を
指
定
す
る
件

二
五

七

三
三
七

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

二
五

七

三
三
八

除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

二
八

三

三
三
九

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

二
九

五

三
四
〇

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
が
あ
っ
た
件

三
〇

四

三
四
一

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

三
〇

四

〇
外

務

省

二
七
六

国
会
議
事
堂
等
周
辺
地
域
及

び
外
国
公
館
等
周
辺
地
域
の

静
穏
の
保
持
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
告
示

二

三

二
七
七

円
借
款
の
供
与
に
関
す
る
日

本
国
政
府
と
ベ
ト
ナ
ム
社
会

主
義
共
和
国
政
府
と
の
間
の

二
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る

件

二

三

二
七
八

千
九
百
七
十
年
六
月
十
九
日

に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
作
成
さ
れ

た
特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く

規
則
の
修
正
に
関
す
る
件

二

五

二
七
九

使
用
済
燃
料
管
理
及
び
放
射

性
廃
棄
物
管
理
の
安
全
に
関

す
る
条
約
へ
の
モ
ル
ド
バ
共

和
国
の
加
入
に
関
す
る
件

二

七

二
八
〇

食
糧
援
助
に
関
す
る
日
本
国

政
府
と
タ
ン
ザ
ニ
ア
連
合
共

和
国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の

交
換
に
関
す
る
件

三

二

二
八
一

グ
リ
エ
ル
記
念
国
立
音
楽
大

学
楽
器
整
備
計
画
の
た
め
の

贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
と
の
間

の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

三

二

二
八
二

南
極
条
約
へ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル

共
和
国
の
加
入
に
関
す
る
件

八

二

二
八
三

人
材
育
成
奨
学
計
画
の
た
め

の
贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政

府
と
ス
リ
ラ
ン
カ
民
主
社
会

主
義
共
和
国
政
府
と
の
間
の

書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

八

二

二
八
四

関
税
表
刊
行
の
た
め
の
国
際

連
合
の
設
立
に
関
す
る
条
約

等
の
チ
リ
共
和
国
及
び
セ
ネ

ガ
ル
共
和
国
に
よ
る
廃
棄
に

関
す
る
件

八

三

二
八
五

ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ
ー
制

度
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
政
府
と

の
間
の
口
上
書
の
交
換
に
関

す
る
件

八

三

二
八
六

森
林
保
全
計
画
の
た
め
の
贈

与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国

政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換

に
関
す
る
件

九

二

二
八
七

サ
ン
タ
フ
ェ
橋
建
設
計
画
の

た
め
の
贈
与
に
関
す
る
日
本

国
政
府
と
ニ
カ
ラ
グ
ア
共
和

国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交

換
に
関
す
る
件

九

二

二
八
八

ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ェ
ミ
ッ
ト

王
国
政
府
に
対
す
る
贈
与
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
ヨ
ル

ダ
ン
・
ハ
シ
ェ
ミ
ッ
ト
王
国

政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換

に
関
す
る
件

九

二

二
八
九

特
許
手
続
上
の
微
生
物
の
寄

託
の
国
際
的
承
認
に
関
す
る

ブ
ダ
ペ
ス
ト
条
約
の
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
大
公
国
に
よ
る
批

准
に
関
す
る
件

九

三

œ
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